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１. はじめに






１～10パーセント, 間違った方法論が90～99パーセントと言われている｡ テーマが ｢方法
論｣ ということで, 客観的なモノサシで, これはどう見ても間違った方法論と言わざるを
得ないようなときでも, 当の教授者は自分の方法が正しいと信じ込んで授業をしているケー
スが通常である｡ そこで本稿では, 現時点で最も適正なモノサシと思われる TOEIC (後
述) を使って論を進めていくことにする｡ 中学・高校・大学の８年～12年にわたる英語教
育に限って言えば, 正しい方法は１パーセント, 間違った方法は99パーセントである｡ こ
れが中学・高校・大学の英語教育に40年余にわたって接してきた私の結論である｡ また
１パーセントの正しい方法の中では, 英語コミュニケーション能力の高い者が非常に多く











太 田 信 雄
２. 現状の英語教育をデータで見てみよう
TOEIC テストとはどういうモノサシなのか？
TOEIC テストは, アカデミックな分野での英語能力テスト TOEFL (北米大学入学資
格試験) とは性質が異なり, コミュニケーションスキルとしての英語能力を評価する ｢世
界共通のテスト｣ というコンセプトを持っている｡ 第１回 TOEIC 公開テストは1979年12
月に行われ, 2010年で30歳になる｡ スタートから30年を経た今日, TOEIC テストは日本
においては, まずビジネス社会に深く浸透し, 続いて学校教育においてもその活用が急速









３. 必要な研修 (トレーニング) 時間が見える化
４. 研修や学習効果が見える化
５. 適切な素材・方法論が見える化(２)
この５つの ｢化｣ は日本の英語教育の改革にとって, いずれも必要不可欠のものである｡
私個人が過去20年にわたる日本の英語改革の中でも, この５つの ｢化｣ が常に改革の指針
であり続けてくれた｡ そういうものを TOEIC テストは日本の英語教育を変えようと志す
者たちに提供し続けてくれている｡
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 千田潤一 (ちだじゅんいち) 英語トレーニング法指導の第一人者として, 企業から大学・高校・中学まで幅
広く講演活動を行っている｡ 千田氏の最大の功績は, 彼の指導で日本人の英語コミュニケーション能力を,
その人数において, またそのレベルの向上において最大限に高めてくれたことである｡









































年間と比べ, 若干上昇はしているものの, 再びほぼ横ばい状態が続いている｡ つまり, 前
半期の平均が380点台に対して, 後半期は450～460点台が中心になっている｡ 日本の中学
３年, 高校３年, 大学２年～４年, 計８年～10年の英語教育は380点と変わらず, 92年～
96年の４年間の急激な上昇期を経て, また450～460点台のほぼ横ばい状態が続いているの





円 (１クラス５人と換算して) という報告がなされている(４)｡ しかも600点を突破できる
のは必ずしも全員ではない｡ これが日本の英語教育が置かれている現実である]｡ この
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図１ 新入社員受験者数と平均スコアの推移 (1983～2009年度)
 太田信雄著 『TOEIC テスト 600点突破！ 音読カード』 資料編 p.74～92
 に同じ
2.2. ｢中学３年, 高校３年, 大学２-４年, 計10年の日本人の TOEICテスト平均点が380点｣
とはどういうことか
TOEIC テスト380点というのは TOEIC テスト990点 (リスニング495点／リーディング
495点) 満点中380点ということである｡ 分かりやすく言えば, 100点満点でおよそ38点と
いうことである｡ これは英語が聞こえてきたとき, 単語の意味が１個分かるレベルである
と言われている｡ 中学から大学まで英語専科の先生に, 週に数時間, 重要科目の一つとし
て, 生徒・学生たちはそれなりに真剣に英語に取り組んできたのに, これでは日本の公教
育が120パーセント間違っていると断言せざるを得ない｡ いかに間違っているかを客観的




これを, 先述の千田潤一氏のまとめた ｢TOEIC テストが果たしてきた役割としての５
つの ‶見える化"｣ で分析してみよう｡
第１の ｢正確な現在位置の見える化｣ は何を明示しているのか
英語コミュニケーション能力を正確に測定できる TOEIC テストで, 日本の英語公教育
を見れば, ｢中学３年, 高校３年, 大学２～４年, 計８～10年で日本人の TOEIC テスト
平均点は380点｣ である｡ この具体的な内容は, 前述の ｢正確な現在位置の見える化｣ で
見たとおりである｡ さらに TOEIC テスト発足以前 (1980年以前) に遡っても, 日本人の
英語コミュニケーション能力はロー・スコアであったことが, TOEFL テスト (北米大学
入学資格テスト) で立証されている(６)｡ 換言すれば, TOEIC テスト実施期間30年間
(1980年～2010年) の横ばい傾向は, この30年間に限定されず, 1980年以前も続いていた
と言える｡
TOEIC テストの大きな役割の一つである ｢正確な現在位置の見える化｣ は, 初回のテ
ストは時間の流れの中の１点としての現在位置であるが, その一つ一つの点が集まればそ
れは線分となる｡ このように見れば, ｢正確な現在位置の見える化｣ は, 日本人の英語コ
ミュニケーション能力の１点としての現在位置のみならず, 点の集積である線分としての
過去をも正確に見ることができる｡ そればかりではなく, 今後大きな改革がなければ, 日
本人のロー・スコアは2010年以降も長期にわたり, 現在の状況が続くであろうことが予測
される｡
日本の英語教育の真の改革は, この ｢正確な現在位置の見える化｣ が何を明示している
かを真に知ることからはじまる｡
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｢１回, 教えたのに覚えていない｡ 今の学生はどうしてこんなこともできないのか｣ こ
れは授業を終えて講師控え室に戻ってきたときに聞かれる語学担当教員たちの不満の声で
ある｡ 日本のどこの大学 (ごく一部の大学は除く) に行ってもこうした不満の声を耳にし
ないことはない｡ 恐らく, 日本のどこの高校, どこの中学 (ごく一部の高校, 中学は除く)









｢知る, 知識を得る｣ ということと, ｢使える｣ ということは同じではない｡ 日本の教
育界 (小・中・高・大を含めた) では, ｢知る｣ ことと ｢使える｣ ことの混同がまかり通っ
















そこには一目瞭然, 天と地ほどの大きな違いがあった｡ それは方法論の違いである｡ 中
国や韓国, そして多言語先進諸国には, ｢はじめに音 (耳) ありき！次にひたすら音読｡
そして最後に筆写｣ という人類共通の方法論がある｡ しかし日本は全くその逆の ｢音なし
学習｣ がまん延している｡ すなわち, ｢はじめに音なし, そして反復練習なしの１回的な




人間は, 地球上のすべての人間は, 生まれて３年で生まれた国の言語を習得する｡ 日本
人であれば日本語を, ドイツ人であればドイツ語を, ロシア人であればロシア語を習得す
る｡ 意味を解することもなしに, ただひたすら親たちの音声を素直に (右脳で) 聞き, そ
れをひたすら繰り返すうちに, 辞書を引くこともなしに意味を解するようになり, 言語を
習得してしまう｡ これが人間の持って生まれた才能であり, これが自然の法則である｡ 日
本人の外国語習得法はこの自然の法則に反する｡
野生の四足動物は生まれて１時間もすれば, 俊足の肉食獣に追われても逃げ切れる足を
持っている｡ 肉食獣は俊足で一定の距離は走れるが, それ以上は走れない｡ それ以上の俊
足での追走は肉食獣自らの ｢死｣ を意味する｡ これが自然の掟である｡
日本人は, ペリーの黒舟来航 (1853年) 以来150年余にわたり, この自然の掟を破り続
けている｡ 黒舟来航以前の江戸末期の寺子屋では, 漢文の素読が盛んに行われていた｡ 師
の音声を聞き, それをただ只管 (ひたすら) 繰り返すうちに, 辞書を引くこともなしに意
味を解するようになり, 漢文を習得していた｡ これは自然の掟に従った言語習得法である｡





もそうだ｡ こうして日本は, 人類史上はじめての有色人種の, 欧米による植民地化を免れ
ることになる｡ 人類史上のはじめての成功は, 音声なしの異文化習得法によるものである｡





である｡ 経済的側面だけではない｡ 文化的側面の被害も甚大である｡ 多言語の分野から現
今の日本を見れば, 日本は江戸時代の350年, 明治以降の150年, 計500年以上にわたる世






よって, 他の文化をも学んできた｡ これが人類の歴史である｡ しかし, 音なし学習の日本
の場合は事情が大きく異なる｡ 日本で英語の授業と言えば, 英語を日本語に訳すことが授
業の主目的になる｡ そして日本語の語順に従って, よりきれいな日本語に翻訳することが
最良とされる｡ その際, 英語の音声練習は極めて少なく, また軽視される傾向にある｡
｢英語 (外国語) なんか使えなくてもよい｡ 音声がなくとも, 黒舟の設計図があれば黒
舟はできる｡ ドイツから憲法を移入し日本語に訳せば, 立派な日本国憲法が出来上がる｡
近代医学も郵便制度もそうだ｡｣ できるだけ短期間に, できるだけ安上がりに, 最低限必
要なものだけを移入しようというのが, 幕末から明治の初期に取られた日本人の英語 (外




遂げる｡ 豊かな経済環境の中で, 日本人は他国から学ぶという姿勢が薄れ, それが転じて
傲慢になり, 同時に飽食飽満によりハングリー精神を失い, 無気力人間の集団になり下が
る｡ マスコミや学識者をはじめ, 多くの日本人 (ごく一部の時代改革者は除く) は自らは
安全なところに身を置いて動くことなしに, あれは悪い, これは下らんと何でもケチをつ
け, 批評家然としている｡ この場合, 日本は日本語という翻訳言語で世界を一応見ている
ので, 日本人は他国の文化をも知っていると思いがちだが, 色眼鏡を通して見ているに過
ぎないので, その国の真の文化は見ていないことになる｡ こうした状況からは, 隣国を見
て方法論を変えようという改革のアクションは決して生まれて来ない｡ こうして国中に閉




日本国民の多くが批評家になり, 自らは安全なところに身を置いて, 何も実行せず, あ






ることはなかった｡ しかし20数年を経て, 2001年に新しいカリキュラム ｢新課程｣ が発表
され, 公式に小学校に英語の授業が導入されることになった｡ まず一部の地域で, 2001年
から英語の授業を開始し, 2004年から全国で実施されることになった｡
中国では, 小学校の英語授業開始学年は, 公式には小学校３年であるが, 開始学年は地



























呼称は通しで, 一年級, 二年級, 三年級, ～, 八年級, 九年級と呼ばれる｡
5.1. 上海のテキスト
上海の義務教育９年間のテキストは, 一年級から九年級まですべて ｢OXFORD ENGLISH｣
である｡ したがって, テキストは小学１年から中学４年まで, すべて英文で中国語は一切
使われていない(８)｡
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 『多聴多読マガジン』 2010 ４月号 p.124～135
 上海にある最も有名な語学学校の一つである上海前進進修学院を拠点に, 近隣の小・中学校を見学する｡ 資
料収集と見学案内は上海前進進修学院の副院長の協力を得た｡
義務教育９年間の英語教材 (全34冊) を ｢OXFORD ENGLISH｣ (以下 OX-ENG と略
称する) に決定した意義は測り知れないくらいに大きい｡
９年間の全英語教材を ｢OX-ENG｣ に決定した意義は, 前述の千田氏の５つの ｢化｣
を通して見ることによって, より鮮明になる｡ この５つの ｢化｣ は相互に絡み合って相乗
効果を発揮するものだが, その中でも, ５番目の ｢適切な素材・方法論が見える化｣ が突
出して, その役割分担を発揮している｡
相乗効果１：英語の授業は中国語を一切使わず, すべて英語でできる｡ もともとテキス
トがイギリス製 (OXFORD) なので, 一年級から九年級まで中国語を使わなくても, す
べて英語でできるように作られている｡ たとえば, 名詞であれば, book, ruler, pencil,
rubber, pen, bag には, 鮮明なカラーの絵が添えられている｡ 動詞であれば, dance,
read, jump, sing, draw, write には, その動作の絵が添えられているので, わざわざ
中国語に置き換える必要もないし, その時間もない｡ 絵で説明できないその他の語彙は,
三年級～九年級まで巻末に英語／中国語対比の簡単な Word List がある｡ テキストには
テープが付いているので, 音声付で英語を英語のまま習得できるようになっている｡ テキ
ストの指示に従って進めば, 英語の授業が必然的にスピードのある授業になる｡ 中国語に
置き換えれば, 時間が２倍～2.5倍かかることになる｡ たとえば, 一年級は４冊, 五年級
になれば６冊のテキストがあるが, 中国ではそれをすべて終えなければならないという｡
日本のようにテキストのやり残しは許されないという事情がある｡ 英語の授業には中国語
は介在しない｡ それ故にスピードのある授業になる｡ スピードがあるから, 大部なテキス
トをすべて終えることができるという仕組みである｡
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OXFORD ENGLISH 英語 五年級 第一学期 ５Ａ 上海教育出版社
相乗効果２：ネイティヴ並みの英語力でなくても, 英語教員 (TOEIC 500点～600点レ
ベル以上) であれば誰でも, すべて英語で授業をすることができるように構成されている｡
上記の写真は, 五年級全６冊の中の１冊である｡ 絵を見ながら, 英語の指示文に従って
授業を進めていけば, 教師は中国語を全く使わずに, すべて英語で授業をすることができ
るように工夫されている｡ 英語の指示文は, Look and learn. / Read and say. / Think
and write. / Ask and answer. / Let's make a cake! / Ask and answer. / Look and say.
等と続く｡ 英語教師はこの英語指示文に従って, テキストの question を生徒２～３名ず
つに当て, answer の正誤にかかわらず, 先生はリズムよく Good！を連発し, 生徒を励
まし, その後で正解を教える｡ このようにして中国語を全く使わずに, 授業をすべて英語
で高速で進めていく｡ 生徒は間違えることを恐れず, 英語を発声し, クラスは活性化する｡
なお中国では, 小学校の教員は原則として教科担任制である｡ クラス担任が中国語と算数
を教えるが, それ以外の科目はその科目の担当教員が教える｡ したがって, 英語の教員は
英語だけを教えればよいことになっている｡
相乗効果３：相乗効果１と２は学習者用のテキストにある指示文であるが, さらにその
他に, 英語のみでよりハイレベルな授業ができる指示例文集 ｢新概念英語｣ が教師用に作
られている (相乗効果３)｡ ｢新概念英語４｣ New Concept English / Teacher's English 4
の一部を紹介する｡
Listening comprehension
１ Introduce the text
T :Today we'll talk about the effect of noise on people's health.
２ Understand the topic
T :What can you see in the picture? What do you think this picture might have
to do with noise?
３ Listening objective
T :Listen to the text (or read it silently) and see if you can answer this question:
What conclusion does the author draw about noise and health in this piece?
４ Play the tape or read the text or wait for the students to finish reading silently
５ Answer the question
(省略)
６ Intensive reading (省略)
７ Play the tape or read the text again
８ Reading aloud
Ask one or two students to read the text aloud.
その他の項目として
Comprehension questions (省略)
Key to KS Exercises (省略)
Special difficulties (省略)
Repetition drill (省略)






なる｡ まさに ｢適切な素材・ (適切な) 方法論が見える化｣ の実現である｡
これは, ①はじめに ｢OX-ENG｣ というイギリス教材の採択があったから, TOEIC 500
点～600点レベルの英語教員がすべて英語で授業ができ, そして②自らの英語力をも伸長
できたのである｡ とりわけ, 日本は適切な素材・適切な方法論の分野で隣国中国に大きく


















来年2011年から ｢外国語活動 (英語)｣ 小５から週１の予定
中学校は週３～４時間
高校は週３～５時間
日本は後発にもかかわらず, 来年2011年より, 小５から週１で開始, これでは先進両隣
国中国と韓国との差は開くばかりある｡
６. 韓国の英語教育事情





認識し, 英語学習を強く意識するようになりました｡ それと音声重視, 英語を駆使する人
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間を育てることを目標として掲げたことも, プラスの側面と言えます｡ 一方, 教育格差が
拡大傾向にあることが問題点として浮上してきました｡ 環境の違いにより英語教育の効果
に差がでてきて, イングリッシュ・ディバイド (分割) ということが政治的にも社会的に
も問題にされています｡ 所得階層の違いおよび都市と地方で英語力格差が生じているので











理由から, 初等学校の英語の授業に賛成だが, 同時に, 英語が最重要ではない, 国語教育
も強化すべきだ｣(９)
二つの隣国・中国と韓国における初等・中等の英語教育事情を垣間見た｡
TOEIC (表１と図１) や TOEFL(10) は言うまでもなく, その他のテスト結果を見ても,
日本と両隣国・中国と韓国の英語コミュニケーション能力差は歴然としている｡ これは英
語教育ばかりではない｡ 教育全般にわたり, それは言える｡ 英語に関しては, 英語が人類
共通言語ということもあって, 英語能力を測る世界共通のモノサシがいくつもある｡ 極め
て客観的なモノサシで, 世界各国の英語能力を数10年単位で, たとえば TOEFL (北米大
学入学資格試験) の場合1964年～2010年＝46年の期間にわたって, 日本人の現在位置を測
ることができる｡ ｢中学３年, 高校３年, 大学２年～４年, 計８年～10年, 英語を学んで
も使えるようにはならない｡ そのレベルはアジアで最底辺｣, この言葉は長年にわたり語
り伝えられた言葉である｡ これは日本人にとって周知の事実であろう｡
2010年の時点で, 隣国の中国は, 小１から英語授業をはじめ, 小５は週３時間, 韓国は,


















い｡ 若者と大人を含めたすべての日本人, そして何よりも国家の責任である｡ それでも国
は何もしない｡ これが500年余続く言語鎖国国家の末路である｡
７. まずは500年余の言語鎖国を解き, 遣唐使と遣韓使を中国と韓国に送ろう！
それでは打つ手は何もないのか｡ ある｡ まずは ｢現在位置の見える化｣ でもって日本の





び, そして世界に学ぶことによって, 日本は近現代のごく短期間, 世界の頂点に立った｡
しかしその繁栄は長く続くはずもなかった｡ 500年余の言語鎖国の中で, 日本は急激な知
の衰退を経験することになる｡ 繁栄と少子化の影響で, 日本の大学生は, 小・中・高と受







言えば, 歴代の韓国政府は, 北朝鮮との戦争と絶えざる紛争をはじめ, 社会主義の中国や



















｢OXFORD ENGLISH｣ が使われている｡ この利点は, 英語の授業で中国語を一切使わず
に, すべて英語でできるように作られていることである｡ さらに教師用の ｢新概念英語｣
を教師が自己学習すれば, よりハイレベルな英語のみの授業ができるし, その一方で教師
自らの英語力をも伸長できる｡ いわゆる, 学習者オートノミー (Autonomous Learning)
と教師オートノミーの合体型である｡
韓国の場合はその傾向は少し異なる｡
小学校入学前の幼児に人気があるのは, Oxford や Scholastic や Macmillan のリーダー
や Black Cat のシリーズなどの韓国語が一切ない原書英語教材である｡ 小学生になると
一番人気のあるのがアメリカの小学校の教科書である｡ 幼児や小学生向けの英語教材には
絵と音声があるので, 韓国語が全く使われていないことが特徴である｡
ここでの隣国から送られてくるメッセージは, ⑤ ｢OXFORD や SCHOLASTIC や
MACMILLAN などの中国語や韓国語が一切使われていない原書英語教材｣ が採用されて
いることである｡ こうした原書英語教材を採用する利点は, ⑥ ｢教師が母国語を使わずに




８. 日本の英語教育, 広い意味では, 日本の外国語教育改革に向けて
日本には特異な原風景がある｡ 日本は太平洋に浮かぶ孤島で, 温帯の中にあって四方を
海に囲まれた火山列島である｡ 日本には春・夏・秋・冬という綺麗に４等分された四季が
ある｡ すなわち, 日本にはその地理的環境から育まれた世界に類のない ｢繊細さ｣, ｢緻密
さ｣, ｢器用さ｣, そして ｢小舟を漕いで, 荒海に飛び出す大胆さと勇気＝貿易交流の精神｣
がある｡ これを英語教育改革に使えば, 世界に類のない英語学習メソッドが作り出せる｡
その試みの実験道場として生まれたのが太田言語教育研究所である｡ 同研究所は2002年に,
市井の実験道場として ｢市川英語村塾｣ 市川校を設立し, 2009年に ｢同｣ 船橋校を設立す
るに至った｡ その実験道場の基本的な骨格は次のようなものである｡
福沢諭吉は, ｢いみじくも, 教育とははなはだ穏当ならず, よろしく発育と称すべきな
り｡ 学校は人に物を教うるところにあらず, 子どもの天質の発達を妨げることなく, 発育
させるのが学校の勤めなり｣ と言っている｡
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しない｡ 各ユニットで, 三つの学習法 (音をひたすら聞く, 音読そして筆写) をクラスの
みんなでやる｡ 音読カードで, 英文は見ないで, 日本語から英文をパッと呼び出せるまで
やる｡ こうして回数を300回まで上げていく｡ 50回以上になると暗唱ができるようになる｡
回数を上げるという作業は繰り返し学習であるから人から教わる必要はない｡ 村塾では,
旧中学英語検定版 ｢コロンブス１・２・３年｣ をカードにしたもの (『TOEIC テスト 600
点突破！ 音読カード』 拙著) を300回やることを義務付けている｡ トップレベルの塾生
は４カ月～７ヶ月で300回を終える｡ 中学３年分を短期間で完全に暗唱し, TOEIC 600点
を突破する｡




ここには, ｢宿題はしてこない, 予習はもちろんしてこない, 授業なんか聞いていない｣
といった ｢学びからの逃避｣ などは全くない｡ ここには, 自己規律型の ｢はげしく学ぶ｣
自己学習があるのみである｡ ｢学びからの逃避｣ は人間であることの放棄である｡ 人間が
学び続ける時代, それが21世紀である｡ 村塾の基本精神は自らがはげしく学び続けること






☆ 基本テキスト：｢旧中学英語検定版コロンブス１・２・３年｣ のカード, その他
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☆ 方法：ひたすら音読・筆写法












☆ TOEIC900点突破 ２名 計＝52名
(以上, 21名＋52名は, 各受講生が提出した TOEIC テスト取得点数証明書を, 筆者が確
認の上で, 修了証を手渡した学徒たちである)
９. まとめ
国家100年の計に立つとき, 人類共通言語, いわゆる ｢英語｣ の習得は必須にして急務
















定教科書 (旧版) １・２・３年 (約1,500語) を, 完全に暗唱できる事例が出ている｡
この方法であれば, 義務教育の小・中学で, ほとんどの日本人が TOEIC 600点, 高
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校で TOEIC 730点は十分に超えられるであろう｡
２. 制度は現行のままで, 方法論のみを変えた場合でも, 高校卒で TOEIC 600点, 大学
卒で TOEIC 730点は可能である｡









ているのか｡ その一方で, 隣国の中国と韓国の英語教育改革は成功を収めている｡ 低迷の
一番の原因は, 方法論が120パーセント間違っているからであるが, 低迷の原因はそれだ
けではない｡ 隣国の成功事例を調査研究することによって, 日本の英語教育の混迷のさら
なる深層を解明する｡ その解明に当たっては, TOEIC の ｢５つの見える化｣ を使って科
学的な解明を試み, 具体的な改革の提言をする｡ 個々の提言は, 隣国中国と韓国の成功事
例と, 10年余にわたる太田言語教育研究所の実験道場での成果に, 裏打ちされた提言であ
る｡ ｢５つの見える化｣ でもって日本の淀んだ空気を一掃し, 日本の500年余の言語鎖国を
解こう！
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